
地 域 の 皆 さ ん 向 け の 広 報 誌

基 本 理 念

基 本 方 針

共に歩む

•患者さんの人権と権利、そして思いを尊
重します

•安全で安心な急性期医療、がん医療、予
防医療を推進します

•救急医療の充実に努めます
•地域の医療・介護・保健機関とつながる
医療を行います

•職員の働きがいのある職場を目指します

ヴェーダとは
サンスクリット語で
“癒し”を意味します。（　　　　　）国民健康保険

小松市民病院

地域向け広報誌

第57号
2021．初秋

　当院は令和2年4月1日に南加賀医療圏で初めて「地域医療支援病院」に承認さ
れました。地域医療支援病院には、①地域の医療機関との連携、②医療機器・施設の
共同利用、③救急医療の提供、④地域の医療従事者向けの研修会の開催、という４つ
の役割があります。〝つながるサポートセンター〟では、地域の医療機関との連携
や医療機器・施設の共同利用について、さらには紹介された患者様の入院・退院の
支援について、総勢27名の様々な職種の人たち（医師、看護師、社会福祉士、精
神保健福祉士、看護補助者、事務員）が取り組んでいます。

　地域連携部門、入院支援部門、退院支援部門、医療福祉相談部門、外国人医療サ
ポート部門の５部門に分かれて活動していますが、地域連携部門では地域の医療機
関との最適な連携を目指して、紹介患者予約システムを院内で統一いたしました。
患者紹介のご連絡を〝つながるサポートセンター〟に一本化し、各科受診予約枠を
一元管理することで、できるだけ迅速に受診日時をお知らせできるように努めてい
ます。事前に診療情報をいただくことで外来診察医のスムーズな診療につながって
いますし、患者様の外来での待ち時間を短縮することを目標にしています。現在の
ところ、医療機関からのご連絡から数日～１週間での受診が可能になっています
が、診療科によっては受診までそれ以上の日数をいただいている場合があり、運用
しながら予約枠数の見直しなどの改善も進めていく予定です。今後とも患者様をご
紹介していただく際にはつながるサポートセンターへのご連絡をお願い申し上げま
す。

　超高齢化と少子化を背景に全国的に病院の機能分化、機能統合が進んできていま
す。当院では地域医療支援病院としてこれからも地域の皆様に信頼される病院作り
に尽力していきます。

つながるサポートセンターと
紹介患者予約システムについて

国民健康保険 小松市民病院 

診療部長、つながるサポートセンター長　北 川  育 秀



循環器内科

稲端 翔太
❶心不全、虚血性心疾患
❷ なし
❸バイクツーリング
❹ なし

循環器内科

釣本 翔太
❶ 循環器内科
❷ JPTECプロバイダー、ACLSプロ
バイダー、PEARSプロバイダー

❸ 小学校～大学まではバレーボ
ール部でした。

❹ Magic The Gatheringを始
めました。

血液内科

青木　剛
❶ 血液内科、造血幹細胞移植
❷ 日本内科学会総合内科専門医、日本
血液学会認定血液専門医、造血細胞
移植認定医、JMECCインストラクタ
ー、ICD（Infection control doctor）

❸ プロ野球観戦、旅行、乗り鉄
黒トイプードル1匹飼っています

❹ 昨年4月以降の自粛気味な生活を
  きっかけに、家で日本酒を飲む
 　　　 ことが増えました。

小児科

中川　亮
❶ 小児循環器
❷ 小児科専門医
❸ 特になし
❹ 特になし

内　科

平山　崇
❶ 腎臓内科・リウマチ膠原病内科
❷ なし
❸ 野球観戦
❹ リングフィットアドベンチャー

消化器内科

小川 憲彦
❶ 上下部消化管内視鏡検査
❷ 認定内科医、消化器病専門医
❸ バドミントン・テニス・映画鑑賞
（ホームシアター）
❹ RFA(リングフィットアドベンチ
ャー)を始めました。

内　科

中井 知帆香
❶ 呼吸器内科
❷ なし
❸ 音楽を聴くこと、読書
❹ ピアノを再開することにしまし
た。

形成外科

浅田 佳奈
❶ 形成外科一般
❷ なし
❸ 旅行が趣味で、自然豊かな絶景
を巡るのが好きです。

❹ 芸術鑑賞（主に絵画）、韓国語
の勉強など。

脳神経外科

中尾 庸人
❶ 脳神経外科一般
❷ なし
❸ 舞台鑑賞、スポーツ観戦
❹ 庭でBBQ

泌尿器科

板谷 芳輝
❶ 泌尿器全般（これからです）
❷ 専門医取得に向け奮闘中
❸ 釣り、テニス、スキー（競技も）
など

❹ 釣り、アブローラー（腹筋ロー
ラー）

健診センター

井上　健
❶ 予防医学、産業医学（心血管・動脈
硬化疾患）

❷ 日本内科学会認定内科医
日本内科学会総合内科専門医
日本医師会認定産業医

❸ マンガ（経営、経済、心理戦、歴史）、
お酒（蒸留酒全般）

❹ ジョギング、早寝早起

皮膚科

小林 忠弘
❶ 皮膚悪性腫瘍
❷ 皮膚科専門医、皮膚悪性腫瘍
指導専門医

❸ 整理整頓（趣味？）
❹ 犬の散歩

外　科

懸川 誠一
❶ 呼吸器外科（肺の手術）
❷ 日本外科学会指導医・専門医、
 日本呼吸器外科学会専門医
❸ 登山、スキー
❹ 釣り

外　科

藤井 佑美
❶ 専門未定、どの領域でも頑張り
ます。

❷ 今後取得予定
❸ 海の生き物をみること。マリン
スポーツも好きです。

❹ オンラインジム、宝塚観劇

❶ 専門分野・得意分野 ❷ 資格（認定・指導医・専門医）
❸ 趣味・その他 ❹ コロナ禍で新しく始めたこと新 任 医 師 紹 介
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つながるサポートセンターとは
　つながるサポートセンターは、患者さん
が退院される未来の生活を考えて地域の
医療機関や保健・医療・福祉の施設等と
つながり、トータルにサポートできるよう
２０１８年４月に設置されました。
　つながるサポートセンターでは地域の医
療機関・福祉施設などと連携業務を行って
います。現在５つの部門があり、それぞれ
の部門・職種が協力体制をとり、地域の皆様と小松市民病院が「つながる」業務
を行っています。

　入院での検査や治療が決定した方
に対して、入院生活前の身体状態（栄
養状態や床ずれ）の評価や入院生活
の説明を行い、安心した入院生活が

送れる様に支援しています。入院前の思いや生活環境を把握
し、外来・病棟・地域と連携してサポートしていきます。また、
正面入口で患者さん・家族のサポートをしています。

メディカルレポート

つながるサポートセンター

入院支援部門

　地域の医療機関からの患者さんの紹介や相談を受けて
います。救急医療で受診された場合にはかかりつけ医に連
絡を取り、診療情報を頂いています。地域の皆様や他の医
療機関・福祉施設等との交流や広報を通じて地域との連
携を行っています。

地域連携部門

　外来・入院患者さんが安心して地域で生活が送れるよ
うに、医療費や退院後の生活等の相談に応じています。
また、がん相談支援センターではがん患者さん・ご家族
の相談をお受けしています。kataro-sa（かたろーさ）は
がん患者さん・ご家族のサロンとして同じ経験を持つ方々
との語り合う場になっています。

医療福祉相談部門

　近年、訪日・在留外国人の方々が増加しています。外
国人患者さんにも安心・安全かつ円滑な医療を提供する
ために、医療通訳や院内外調整などを行い、サポートし
ています。

外国人医療サポート部門

　入院病棟のスタッフと連携し、患者さん・ご家族の意向
に沿って退院の支援・調整を行っています。当院での入院
効果をそのまま維持できるような連携を心がけています。

退院支援部門

北 川 育 秀つながるサポートセンター長

紹介状窓口・医療福祉相談窓口

◀北川センター長
　下出副センター長

各部門責任者▶

つなサポ
職員
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　小松市民病院では、院外の薬局との連携の一環として、また患者の皆様により良い医療を受
けて頂くため、令和3年3月1日から、処方箋に検査値(直近90日)の一部を記載しています。

どんなメリットがあるの？
調剤薬局の薬剤師が検査値を確認することで、
・お薬の内容や投与量が患者さん1人1人の状態に
あっているか確認出来ます。
・お薬による副作用の未然防止や早期発見につな
がります。
・当院だけでなく、他院から処方されたお薬の安
全性も確認する事が出来ます。

検査値を調剤薬局に伝えたくない場合は？
処方箋中央部分の点線で切り離し、左側の処方箋
のみお渡し下さい。

病院の薬剤師から、調剤薬局の薬剤師への情報提供として
・入院時持参されたお薬が、入院中に変更や中止された場合、その理由や状況を「薬剤情報提供書」に
記載し、調剤薬局の薬剤師へ情報提供しています。

患者さんのご協力を得て出来る情報提供もありますので、ご協力お願い致します。
・抗がん剤治療を始められた患者さんにお渡ししている「化学療法投与計画書」を調剤薬局の薬剤師に
提示して頂くことで、治療内容に基づいたより良い服薬指導（飲み間違え防止、スケジュールの管
理、薬の確認など）ができます。
・外来で行う点滴の抗がん剤治療の内容をお薬手帳に記載することで、調剤薬局の薬剤師も治療のスケ
ジュールを確認することが出来ます。

調剤薬局の薬剤師から、病院の薬剤師への情報提供として
・抗がん剤治療中の患者さんから得られた情報は、「服薬情報提供書」という用紙を用いて、病院の薬
剤師を通じて主治医に情報提供しています。その際に、病院の薬剤師と主治医が相談して副作用対策
を行い、より安心・安全な治療につながっています。

小松市民病院と院外の薬局（調剤薬局）との連携

病院の薬剤師と調剤薬局の薬剤師も連携しています。

お薬による安全で安心な治療を行うためには、検査結果の確認は重要です。
調剤薬局には、検査値も表示された処方箋を渡すことをお勧めします。

外来で交付される処方箋への検査値の記載を始めました。

自立性尊重 善行

無危害 公平・公正

　「倫理」と聞くと、哲学的でとても難しいもの、というイメージを持っている人も
多いでしょう。「倫理」を簡単に言うと、私たちが社会の中で何らかの行為をすると
きに、「これは善いことか、正しいことか」と判断する際の根拠のことです。
　「臨床倫理」とは、臨床の現場（医療・介護）で、従事者たちがとっている・またこ
れからとろうとする行動や姿勢を、倫理的視点から検討する営みです。すなわち、
医療行為をするとき、これは善いことか、正しいことかを判断する際の根拠を「臨
床倫理」といいます。

臨床倫理の４原則は

です。これを念頭に置いて、医療現場で「もやっと」した事があったとき、
臨床倫理の4分割表を使って、事例検討を行います。

医学的適応
・診断／予後は？
・可逆的な病態か？
・治療の目標は？
・治療が成功する確率は？

医学的・看護的ケアからどのような利益
を得られるか、または害を避けれらるか

　可能な限り、多職種で事例検討を行うと、気づかなかった視点で倫理を考えるこ
とができます。コロナ禍でなかなか人は集まれませんが、zoomなどを利用して今
後も身近に倫理を考えていきたいと思います。

小松市民病院　認定看護師会倫理チーム

“ちょっと難
しいけど”

臨床倫理って
なに？

１ ２

３ ４

臨床倫理の４
原則

患者の意向
・患者本人に判断能力があるか？
・本人の意向はどうか？
・利益とリスクを理解しているか？
・本人に判断能力がない場合に適切な
　代理　意思決定者はいるか？

患者の選択権は最大限尊重されているか

QOL
・元の生活に戻れる見込みはあるか？
・治療で患者が失うものは何か？
・予測される結果は、延命が望ましくな
　いと判断できる状態か？
・緩和ケアの計画はあるか？

周囲の状況
・治療に関する決定で家族の要因はあるか？
・治療に関する決定で医療者側の要因はあるか？
・資産分配の問題はあるか？
・経済的要因はあるか？
・治療決定に関して法律が関係する問題はあるか？
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自立性尊重 善行
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5月からヴェーダの担当することになりました。コ
ロナウィルス感染症でマスク着用が当たり前になり
ました。残暑が厳しい日が続いております。コロ
ナ対策とともにこまめに水分をとり熱中症にもま
だまだ気をつけていきたいですね。 （高原）

小松市民病院『曜日別外来担当医表』　令和3年6月1日現在 
診療科 月 火 水 木 金

内 科

初 診 東 方 窪 田 三 輪 金 田 又 野

消 化 器 小 川 伊 藤 小 川 又 野
三 輪 又 野 三 輪 伊 藤

呼 吸 器 木 場 米 田 木 場 米 田 中 井
森 田 森 田

循 環 器 稲 端 金 田 東 方 稲 端 東 方
釣 本 常 山 常 山

腎 臓 谷 堀 田 谷 平 山 堀 田
内分泌・糖尿病（初診） 吉 倉 吉 倉 吉 倉 窪 田
内分泌・糖尿病（再診） 窪 田 吉 倉 窪 田 窪 田 吉 倉

脳神経内科 多 田 浜 口
血 液 内 科 井 美 漆 原 青 木

心臓血管外来 金大心臓血管（午後）
健 診 セ ン タ － 井 上 東 方 井 上 井 上 井 上
内 視 鏡 室 又野／伊藤 三輪／小川 又野／伊藤 伊藤／小川 三輪／小川
禁 煙 外 来 東方（午前） 　

外 科
一般外科 初診／再診 望月／西野 塚山／竹本 竹本／藤井 西野／塚山 望 月

呼吸器外科 懸 川 懸 川
乳 腺 外 科 佐 藤 佐 藤 佐 藤

緩 和 ケ ア 外 来 北川（午前） 北川（午前） 北川（午前）

産 婦 人 科 岡 中 出 岡 中 出 田 守
中 出 岡 中 出 岡 中 出

脳 神 経 外 科 大学Dr 廣 田 新 多 中 尾 廣田／中尾

整 形 外 科 畑 渡 邉 交代制 畑 畑
渡 邉 中 西 渡 邉 中 西

耳 鼻 咽 喉 科 西 郡 西 郡 西 郡 西 郡 西 郡
中 島 中 島 中 島 中 島 中 島

睡眠時無呼吸外来 西郡・中島（午前予約）

形 成 外 科 初　　　診 門 平 浅 田 門 平 浅 田 門 平
再　　　診※ 浅 田 門 平 浅 田 門 平 浅 田

眼 科 前田／大学Dr 前 田 前 田 前 田 前 田

小 児 科 初 診 金 田 大　　月幸 大　　月哲 中 川 大　　月幸
再 診 大　　月哲 中 川 中 川 大　　月幸 大　　月哲

精 神 科 初 診 東 郷 亀 谷
再 診 東郷・奥田 橋 本 奥 田 東郷・廣澤 東 郷

泌 尿 器 科 初診・再診 北 川 加 藤 板 谷 北 川 加 藤
再 診 加 藤 北 川 加 藤 板 谷 北 川

皮 膚 科 小 林 小 林 小 林 小 林 小 林
麻 酔 科 西 村 西 村 手 術 庄 田 庄 田

歯科･口腔外科 初 診 田 中 松 本 田 中 松 本 田 中
再 診 松 本 田 中 松 本 田 中 松 本

放 射 線 科

胃･注腸透視･読影 赤 倉 赤 倉 茅 橋 茅橋／朝戸 茅 橋
超 音 波 茅 橋 茅 橋 赤 倉 赤 倉 赤 倉
核 医 学 瀧 齊 藤
放射線治療 柴田（午後） 南川／柴田

※AM10：30〜11：30病棟回診


